
 
様 式（第７条関係） 
 

 令和７年度第１回淡路圏域地域医療構想調整会議 開催結果報告 
 

圏域名 淡路圏域 

日 時 令和７年９月 11 日（木）14:30～16:30 

場 所 洲本総合庁舎５階 多目的ホール 

議 長 齊藤 雅文 （南あわじ市医師会会長） 

出席者 19 名 

議事次第 
概 要 

１ 報告事項 

(1)地域医療介護総合確保基金（医療分）に係る令和８年度事業提案 

(2)病床数適正化支援事業の活用状況 

２ 協議事項 

  地域医療介護総合確保基金を活用した病床機能再編支援事業 

  単独支援給付金支給事業の申請について（医療法人社団 鈴木整形外科） 

３ 淡路圏域 DPC データ分析の報告 

  神戸大学大学院 医学研究科 AI・デジタルヘルス科学分野 

  特命准教授 姉崎 久敬 氏 

内 容 

１ 報告事項 

(1)(2)について事務局より報告を行った。質問等は特になし。 

２ 協議事項 

 （事業説明：鈴木整形外科 鈴木名誉院長） 

・淡路圏域は急性期病床が過剰であるため、急性期病床 18 床を 2 床に削  

減し、医療資源の適正化を図る。 

・病床再編後はリハビリスペースに改築し、通院リハビリで地域医療に貢

献したい。 

 （協議結果） 

  ・圏域として事業計画を承認する。 

３ 淡路圏域 DPC データ分析の報告 

 医療効率の観点から地域医療の課題を検討し、全体で意見交換を行った。

分析結果から示された医療効率上の課題と、地域性・患者ニーズのバランス

を取りながら地域医療の在り方を探る必要があるとの意見が多く聞かれた。 

 
協議が調

った事項 
鈴木整形外科から申請のあった単独支援給付金支援事業について、圏域とし

て承認する。 

次回以降の

予定 
未定 

 


